
楊
貴
妃
の
｀
素
性
に
つ
い
て

　
　
　

唐
の
玄
宗
の
寵
妃
楊
氏
す
な
は
ち
楊
貴
妃
に
つ
い
て
は
、
白

　
　

察
天
の
名
作
長
恨
歌
や
、
陳
鴻
の
長
恨
歌
傅
等
に
よ
っ
て
、
古

　
　

来
頗
る
人
口
に
酋
長
さ
れ
て
ゐ
て
、
今
更
改
め
て
喋
々
す
る
を

　
　

要
し
な
い
。
然
し
な
が
ら
通
常
流
布
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
殆
ん

　
　

ど
彼
女
が
玄
宗
の
後
宮
に
入
っ
た
あ
と
の
話
で
あ
っ
て
、
そ
れ

　
　

以
前
は
鯨
り
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
況
や
彼
女
の
素
性
に
開
し
て
。

　
　

は
、
な
ほ
判
然
と
し
な
い
も
の
が
多
い
様
に
思
は
れ
る
し
、
ま

　
　

た
精
確
な
こ
・
と
を
知
る
こ
と
も
難
し
い
が
、
思
ひ
付
と
し
て
或

　
　

る
ひ
は
か
う
も
考
へ
ら
れ
は
し
な
い
か
と
、
こ
ゝ
に
私
見
を
述

　
　

べ
て
大
方
０
御
高
教
を
希
ひ
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

①

　
　
　

彼
女
玉
屋
は
、
宏
農
華
陰
（
映
西
省
華
螺
）
０
人
で
、
蜀
州
（
四

　
　

川
省
崇
慶
邸
）
司
戸
參
軍
で
あ
っ
た
楊
元
琉
の
女
で
あ
っ
て
、

　
　

幼
に
し
て
孤
と
な
り
、
叔
父
の
河
南
府
士
曹
參
軍
楊
元
歌
に
養

砂３

　

は
れ
、
長
じ
て
玄
宗
の
第
十
八
子
壽
王
瑠
の
邸
に
在
っ
た
が
、

岡

　
　

本

　
　

午

一

玄
宗
が
最
愛
の
武
恵
妃
を
失
っ
た
と
き
に
、
求
め
ら
れ
て
入
内

し
、
貴
妃
と
な
り
、
帝
と
０
間
に
後
世
に
残
る
纒
綿
た
る
情
艶

給
巻
を
繰
り
撫
げ
た
の
で
あ
る
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
。
る
。

　

此
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
何
等
疑
問
は
な
い
が
、
な
ほ
一
脂
こ

　
　
　

一

れ
ら
の
事
柄
に
就
い
て
穿
繋
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
さ
て
彼

　
　

３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
一

女
の
戸
籍
調
査
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
先
づ
父
元
琉
と
は
ど

ん
な
人
物
で
あ
ら
う
か
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。
元
続
を
傅
へ
る

冷
０
と
し
て
は
、
正
史
の
彼
女
の
傅
の
中
に
、

　

玄
宗
貴
妃
楊
氏
。
隋
末
梁
郡
通
守
汪
四
世
孫
。
徒
籍
蒲
州
。

　

遂
篤
永
楽
人
。
幼
孤
養
叔
父
家
。
（
唐
書
后
妃
傅
上
）

或
る
ひ
は

　

玄
宗
楊
貴
妃
。
高
組
令
本
金
州
刺
史
。
父
玄
琉
蜀
州
司
戸
。

　

妃
早
孤
。
養
於
叔
父
河
南
府
士
曹
元
歌
。
（
奮
唐
書
后
妃
傅
）

と
あ
り
。
宋
の
楽
史
の
太
翼
外
傅
に
は
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楊
貴
妃
。
小
字
。
玉
覗
。
宏
農
薬
陰
人
也
。
後
徒
居
蒲
州
永
察

　

之
狽
頭
村
。
高
祀
令
本
金
州
刺
史
。
父
元
談
蜀
州
司
戸
・
貴

　

妃
生
於
蜀
。
嘗
墜
池
中
。
後
人
呼
篤
落
妃
池
。
池
在
導
江
邸

　

前
。
妃
早
孤
。
養
於
叔
父
河
南
府
士
曹
元
歌
家
。

と
い
ひ
、
前
掲
の
長
恨
歌
傅
０
中
に
も
、
玄
宗
が
美
女
を
需
め

た
時
に
、
宦
官
高
力
士
に
捜
索
せ
し
め
て
、

　

詔
高
力
士
潜
捜
外
宮
。
得
宏
農
楊
元
談
女
于
壽
邸
。

と
あ
る
如
く
、
元
談
は
、
は
じ
め
宏
農
華
陰
の
人
で
か
つ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

後
に
徒
っ
て
蒲
州
永
察
（
山
酉
省
永
臍
新
）
に
居
を
構
へ
た
が
、

蜀
州
（
四
川
省
崇
慶
瓢
）
に
赴
任
し
て
ゐ
る
問
に
、
彼
女
が
生
れ

た
の
で
あ
る
。
元
啖
に
つ
い
て
は
、
此
の
位
し
か
判
ら
た
い
。

組
先
は
和
富
名
門
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
彼
自
身
は
餓
り
大
し
た

人
物
で
も
な
く
、
不
幸
、
列
傅
に
載
せ
ら
れ
る
様
な
業
績
も
な

か
っ
た
ら
し
く
、
彼
女
が
玉
の
典
に
載
っ
て
か
ら
、
統
か
に
其

の
名
を
知
ら
れ
た
程
で
あ
る
。
・
こ
れ
が
貴
妃
傅
に
基
い
て
想
像

し
た
元
談
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
新
萬
唐
書
と
も
に
、
列
傅
中
に
楊
元
談
傅
な
る
も

０
が
見
え
て
ゐ
る
。
（
唐
書
一
二
〇
巻
、
黄
唐
書
一
三
五
巻
）
此
の

元
談
も
凡
そ
前
者
と
同
時
代
０
人
で
あ
り
、
出
身
地
も
よ
く
似

て
ゐ
た
。
印
ち
前
者
の
宏
農
華
陰
に
對
し
、
後
者
は
蟹
州
閔
郷

（
河
庸
省
鑑
賓
駆
）
で
あ
り
、
河
南
瞎
西
の
省
界
を
挾
ん
で
、
互
に

按
近
し
た
地
で
あ
る
。
又
唐
書
宰
相
世
系
表
に
よ
れ
ば
、
前
者

の
先
祖
は
後
漢
延
光
年
間
に
太
財
に
上
っ
た
楊
震
で
あ
り
、
後

者
の
先
祖
も
前
記
元
談
傅
に
は
、
同
じ
く
楊
震
と
し
て
ゐ
る
。

而
し
て
元
淡
傅
の
元
談
は
開
元
六
年
に
歿
し
て
ゐ
て
、
恰
度
貴

妃
の
誕
生
０
前
年
に
富
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
貴
妃
が
生
れ
た
頃
に

は
既
に
此
の
世
に
な
く
ご

い
ふ
こ
と
を
出
生
富
時
に
ま
で
遡
ら
せ
る
と
、
一
寸
暗
合
す
る

や
う
に
も
思
は
れ
る
。
そ
こ
で
同
時
代
に
同
一
の
先
祖
を
有
す

る
同
姓
同
名
の
者
が
、
近
接
し
た
土
地
に
住
ん
で
ゐ
た
こ
と
に

な
る
・
然
る
に
此
の
雨
元
談
は
、
貴
妃
傅
の
元
談
が
前
記
の
如

く
蜀
州
司
戸
１
　
軍
で
終
っ
て
ゐ
る
に
如
し
、
元
談
傅
の
元
談
は

太
子
賓
客
と
な
っ
た
程
の
・
人
物
で
あ
り
、
大
分
隔
た
り
が
あ
る
。

そ
の
家
族
に
開
し
て
も
、
元
談
傅
に
は
子
忠
昌
を
記
し
て
ゐ
る

が
、
勿
論
貴
妃
の
事
は
見
え
ず
、
一
方
貴
妃
他
で
は
元
啖
の
子

は
鈷
と
な
っ
て
ゐ
て
、
此
處
に
も
相
違
を
我
見
す
る
。
ま
た
元

淡
傅
の
元
談
が
開
元
六
年
に
歿
し
た
と
き
は
、
七
十
九
歳
の
高

齢
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
女
が
出
生
し
た
と
い
ふ
こ
と
も
常
識
的

に
考
へ
て
や
ｘ
不
合
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
の
雨
者
は
別
人
と

考
へ
て
む
く
方
が
稔
営
な
様
に
思
は
れ
る
。

40-
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楊
氏
系
盾
（
誉
書
宰
根
世
．
系
唇

楊
震
…
…
…
汪
－
―
令
本

國國國

夫夫夫
人人人

責
妃
の
兄
姉
の
順
位
は
詳
か
で
な
く
此
處
に
は
並
列
し
た
に
過
ぎ
な

い
。

　

元
来
楊
氏
は
周
室
よ
り
出
で
、
子
孫
分
れ
て
華
陰
に
繁
渠
し

た
の
で
あ
釦
に
、
玄
宗
の
皇
后
楊
氏
（
元
猷
皇
后
）
も
、
同
じ
く

華
州
華
陰
の
人
で
あ
る
。
（
唐
書
后
妃
博
）
。
唐
書
宰
相
世
系
表
に

は
楊
氏
は
宰
相
十
一
人
も
出
だ
し
、
相
営
な
家
柄
で
あ
っ
た
ら

し
い
か
ら
、
元
談
傅
ｏ
元
談
の
様
な
良
吏
傅
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ

る
人
物
も
現
れ
た
９
で
あ
ら
う
。

　

上
述
の
様
に
貴
妃
ｏ
父
元
談
は
ゴ
几
談
傅
の
元
談
と
異
な
る

と
す
る
と
、
新
奮
唐
書
の
貴
妃
雄
や
楊
國
忠
傅
な
ど
に
よ
っ
て

知
る
よ
り
方
法
は
な
い
。
彼
政
志
謙
の
子
で
あ
っ
て
、
元
珪
・

元
歌
と
共
に
三
人
兄
弟
で
あ
っ
た
が
、
蜀
に
在
任
中
に
死
亡
し

た
の
で
、
彼
女
は
叔
父
元
歌
の
許
に
養
は
れ
る
『
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
父
の
た
く
た
っ
た
家
は
、
彼
女
０
従
１
　
兄
に
富
る
釧

（
後
の
國
忠
）
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
Ｊ
（
楊
國
忠

傅
）
叔
父
０
許
に
育
っ
た
彼
女
は
、
そ
０
恵
ま
れ
た
美
貌
の
ね

　
　
　
　
　
　

④

蔭
で
年
長
じ
て
壽
王
邸
に
入
り
、
や
が
て
開
元
二
十
三
年
１
　
ニ

月
に
、
十
七
歳
を
以
て
壽
王
妃
に
冊
立
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

開
元
二
十
五
年
十
二
月
に
玄
宗
の
最
も
寵
愛
し
た
武
恵
妃
が
歿

し
、
こ
れ
に
代
る
バ
き
人
を
索
め
た
が
、
二
１
　
八
年
十
月
に
壽

王
邸
よ
り
玉
垣
を
召
出
し
て
、
道
観
に
入
れ
、
天
賓
三
載
十
二

月
に
改
め
で
宮
中
に
召
し
て
、
翌
年
貴
妃
と
な
し
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
以
後
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

さ
て
彼
女
が
元
琉
０
女
で
あ
る
こ
と
に
就
い
。
て
は
、
異
説
が

あ
る
一
つ
は
元
来
は
元
珈
の
長
女
で
あ
る
が
、
玄
宗
が
彼
女
を

壽
王
邸
よ
り
召
出
し
た
と
き
に
、
元
激
の
子
と
し
て
お
く
の
は

少
し
く
都
合
が
悪
い
の
で
、
天
下
の
耳
目
を
掩
は
ん
が
儡
め
に
、

元
琉
の
女
と
し
、
た
と
い
ふ
況
で
あ
心
゜
か
う
た
る
と
ご

元
琉
、
元
激
、
雨
人
の
ど
ち
ら
の
賢
子
で
あ
る
か
判
ら
た
く
な

る
。
賓
際
曖
昧
な
生
れ
方
で
あ
る
。

　

次
ぎ
は
、
全
然
別
個
ｏ
説
で
あ
っ
て
、
明
の
郎
露
の
赤
雅
春

中
、
楊
妃
井
の
項
に
は

-41
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友
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楊
妃
井
最
冷
冽
。
飲
之
美
姿
容
。
下
多
香
草
。
在
容
州
雲
凌

　

里
・
妃
姓
楊
い
一
一
隷
姓
名
玉
奴
・
別
Ｅ
］
六
盤
字
玉
環
・
琥
大
賀

　

母
葉
氏
懐
Ｅ
一
六
無
孕
十
三
月
而
生
・
都
督
部
署
楊
求
篤
女
・

　

才
貌
鰹
絶
。
楊
元
琉
篤
長
史
。
以
勢
求
之
。
纏
・
至
京
師
。
選

　

入
壽
邸
。
時
年
十
四
。

と
あ
っ
て
、
頗
る
興
味
あ
る
事
賓
を
記
載
し
て
ゐ
る
。
赤
雅
は

鄙
露
の
撤
西
地
方
見
聞
記
で
あ
る
か
ら
、
営
時
此
０
地
方
に
か

ｘ
る
傅
説
が
残
さ
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
彼
女
は
元
琉
や
元
歌
の
賓
子
で
な
く
、
廣
西
省
Ｏ

片
田
舎
に
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
天
恵
の
美
貌
と
才
智
の
た

め
に
、
得
々
と
し
て
貰
は
れ
て
行
っ
た
こ
と
に
た
る
。
明
の
朗

瑛
の
七
修
類
藁
巻
二
十
六
楊
貴
妃
考
に
も
同
様
の
事
柄
を
皐
げ

て
ゐ
る
　
０
此
の
寓
に
よ
る
と
、
楊
元
蔵
が
生
存
中
に
彼
女
を
長

安
ま
で
伴
っ
て
来
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
蜀
で
歿
し
た
と
い

ふ
正
史
の
記
載
と
合
は
す
ご

と
ｘ
な
っ
て
、
此
處
に
も
亦
正
史
｛
矛
盾
を
生
じ
て
来
る
か
ら

直
ち
に
は
探
用
す
る
を
得
な
い
。

　

然
ら
ば
、
一
胎
貴
妃
の
素
性
は
如
何
な
る
も
０
で
あ
ら
う
か
。

前
述
の
両
説
を
綜
合
し
て
考
へ
て
見
る
と
、
恐
ら
く
彼
女
は
無

名
の
人
の
子
で
あ
り
、
元
談
や
元
・
は
の
生
ん
だ
子
で
臆
た
か
っ

た
ら
う
。
そ
れ
で
は
そ
の
出
生
地
は
何
處
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ

に
就
い
て
は
、
彼
女
が
蜀
で
誕
生
し
た
と
い
ふ
こ
と
、
元
談
が

蜀
州
の
司
戸
１
　
軍
と
し
て
在
任
中
に
生
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
す
な
は
ち
此
の
事
箆
は
、
彼
女
が
元
談
の
賢
子
で

な
い
と
し
て
も
、
少
く
と
も
四
川
省
或
る
ひ
は
そ
れ
に
近
い
地

方
で
生
れ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
四
川
に
は
楊
妃
池
と
か
落

妃
池
と
名
付
け
る
池
が
父
元
談
の
任
地
で
あ
っ
た
蜀
州
す
な
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

ち
崇
慶
転
と
左
程
隔
た
り
な
い
面
部
附
近
に
在
っ
て
、
貴
妃
の

出
生
地
と
し
て
古
く
か
ら
協
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
池
は

赤
８
　
の
井
戸
と
同
様
に
、
傅
況
的
價
値
し
か
詔
め
ら
れ
ず
、
こ

れ
を
以
て
直
ち
に
そ
の
出
生
地
と
断
定
す
る
こ
と
は
胃
瞼
で
は

あ
る
が
、
何
か
暗
示
を
趾
ハ
ヘ
る
も
の
で
な
い
だ
ら
う
か
。
通
常

傅
へ
ら
れ
る
如
く
、
彼
女
が
蜀
や
南
海
０
賜
斐
を
好
ん
だ
逸
話

ぢ
、
そ
の
南
方
生
れ
を
想
像
せ
し
む
る
よ
す
が
に
敷
へ
ら
れ
は

し
な
い
だ
ら
う
か
。
ま
た
彼
女
が
豊
浦
な
肉
膿
の
所
有
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
「
太
賀
姿
質
豊
艶
」
（
菖
唐
書
貴
妃
傅
）
と
か
、
１
　

て
玄
宗
の
愛
妃
の
梅
妃
江
氏
と
季
っ
だ
時
に
、
晦
妃
に
「
肥
婢
」

と
罵
ら
れ
た
こ
と
（
唐
の
有
郵
梅
妃
傅
）
な
ど
よ
り
推
し
て
知
ら
れ

る
。
自
楽
天
の
長
恨
歌
で
は

　

春
寒
賜
浴
華
清
池
。
温
泉
水
滑
洗
凝
脂
。
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と
ま
で
謳
は
れ
て
ゐ
る
程
に
、
豊
麗
で
皮
膚
が
透
き
通
っ
て
自

か
っ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
こ
の
事
賓
は
、
唐
代
に
南
支
地
方

の
婦
女
が
「
越
婢
肥
肉
浄
、
笑
俺
眉
限
明
。
」
（
元
氏
長
慶
集
巻
二

　
　

兎
も
角
も
彼
女
は
所
謂
中
國
人
ら
し
か
ら
ぬ
者
で
あ
っ
た
に
違

　
　

ひ
な
い
。
外
國
文
化
に
憧
れ
た
唐
代
に
在
っ
七
、
殊
に
そ
の
。
心

　
　

酢
０
甚
し
か
っ
た
玄
宗
に
寵
愛
さ
れ
、
ま
た
一
般
人
士
の
憧
膜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　

の
的
と
な
り
、
親
し
ま
れ
た
の
は
富
然
で
あ
ら
う
。

　
　
　

然
ら
ば
、
此
の
南
方
生
れ
の
女
が
、
如
何
に
し
て
は
る
み
Ｘ

　
　

長
安
の
都
へ
這
入
っ
て
来
た
か
。
そ
の
経
路
に
至
っ
て
は
、
赤

　
　

雅
に
鄙
露
が
芦
へ
て
ゐ
る
様
政
明
確
な
こ
と
は
判
ら
ぬ
が
、
才

　
　

色
兼
備
の
乙
女
を
草
深
い
廣
西
の
田
舎
に
埋
も
れ
さ
せ
て
む
く

　
　

ｏ
は
惜
し
い
と
考
へ
て
、
誰
か
ゞ
都
に
連
れ
て
来
た
の
で
あ
ら

　
　

う
。
都
で
は
楊
元
激
の
屋
敷
に
育
て
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
し

　
　

ま
た
壽
王
ｏ
邸
宅
に
置
か
れ
て
ゐ
た
か
も
し
れ
な
い
。
壽
王
邸

　
　

に
居
た
と
す
る
と
、
い
っ
し
か
壽
王
瑠
の
眼
鏡
に
適
っ
て
、
妃

　
　

に
附
立
せ
ら
れ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
、
身
分
賤
し
き
無
名
の
者
の

　
　

子
で
は
差
支
へ
が
あ
る
の
で
、
恨
り
に
河
南
府
士
曹
參
軍
の
元

３

　
　

‘

３

　

檄
の
長
女
と
し
て
輿
入
れ
し
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
想
像
で

あ
る
か
り
、
間
違
っ
て
ゐ
る
か
も
し
れ
た
か
が
、
何
れ
に
し
て

も
・
開
元
二
十
三
年
十
二
月
に
壽
王
妃
に
冊
立
せ
ら
れ
た
際
に

ぽ
、
楊
元
激
の
長
女
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
仝
唐
文
巻
三
十
八
附

壽
王
楊
妃
文
の
玄
宗
の
。
詔
で
腱
か
で

Ｒ

。
此
の
元
熾
に
つ
い

て
は
、
元
談
と
同
じ
く
、
貴
妃
傅
・
國
忠
傅
宰
相
世
系
表
・
な
ど

に
よ
る
外
、
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
元
談
の
弟
で
あ

り
、
た
ゞ
河
南
府
士
曹
參
軍
で
あ
っ
て
、
後
に
國
子
司
業
に
上

っ
た
（
唐
書
宰
相
世
系
表
）
位
し
か
傅
は
ら
ね
。

　

彼
女
が
楊
元
歌
ｄ
長
女
で
あ
る
と
し
て
、
何
故
に
元
談
の
女

と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
は
前
に
一
説
と
し
て
紹

介
し
た
如
く
、
壽
王
妃
で
あ
っ
た
こ
と
を
隠
蔽
せ
ん
と
し
た
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

肉
・
の
策
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
元
歌
の
女
と
し
て
、
一
旦
我

が
子
壽
王
の
妃
に
迎
へ
た
も
の
を
。
い
く
ら
天
子
で
も
自
分
の

後
宮
に
入
れ
る
こ
と
は
、
流
石
に
憚
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
此
の

工
作
は
玄
宗
や
そ
の
取
り
春
連
の
策
士
の
仕
業
に
建
ひ
た
い
。

玄
宗
は
壽
王
妃
た
る
彼
女
を
己
が
掌
中
に
牧
め
る
手
段
と
し
て

道
教
に
俣
託
し
て
、
彼
女
に
則
天
武
后
の
冥
禰
を
所
る
ぺ
く
道

ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

観
に
這
入
・
れ
と
勅
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
彼
女
は
女
道
士
と
な
り
、

名
も
太
賀
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
世
間
の
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め

た
後
、
天
賓
三
蔵
十
二
月
に
始
め
て
官
印
忙
入
れ
、
代
り
に
壽
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3７４

王
に
は
章
昭
訓
０
女
を
嫁
せ
し
め
た
・
此
０
　
暗
に
世
旧
態
を
顧

慮
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
女
が
元
は
の
女
で
あ
る
こ
と
は
常

然
隠
さ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
貴
妃
に
冊
立
さ
れ
た
後
、
元
談

以
下
一
族
が
多
く
高
位
高
官
を
附
ら
れ
た
際
に
も
、
狽
り
元
歌

０
名
が
漏
れ
て
ゐ
る
の
は
（
貴
妃
博
）
、
此
０
間
の
消
息
を
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

つ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
く
し
て
元
談
な
る
人
物
が

借
り
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

　

然
ら
ば
富
時
元
啖
な
る
人
物
は
果
し
て
賓
在
し
て
ゐ
た
で
あ

ら
う
か
。
此
の
鮎
に
つ
い
て
は
最
後
に
言
及
す
る
積
り
で
あ
る

が
、
暫
く
は
正
史
に
従
っ
て
元
嘸
の
兄
と
し
て
竃
在
し
’
だ
と
考

へ
て
お
か
う
・
。
そ
れ
で
は
か
ｘ
る
隠
蔽
工
作
の
な
さ
れ
て
ゐ
た

頃
に
は
生
存
し
て
ゐ
た
か
ど
う
か
と
い
へ
ば
、
恐
ら
く
既
に
故

人
と
な
っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
し
、
ま
た
故
人
で
あ
れ
ば
こ
そ
か

ｉ
る
担
造
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
貴
妃
が

幼
に
し
て
孤
兄
と
た
っ
た
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
詳
で
あ
る
。

　

貴
妃
の
家
系
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
は
、
蕉
唐
書
貴
妃
傅
で
は

鈷
を
再
従
兄
と
し
て
ゐ
る
が
國
忠
傅
で
は
兄
と
し
て
ゐ
る
し
又

國
忠
０
場
合
で
も
、
天
資
十
二
載
に
そ
の
父
絢
を
顕
揚
し

て
た
恒
農
先
賢
積
慶
之
碑
で
は
貴
妃
の
従
兄
と
な
つ
て
ゐ

み這

正
史
で
は
従
咀
兄
と
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
開
し
て
、
金
石
録

巷
二
十
七
、
唐
武
部
侭
書
楊
殉
碑
で
は
趙
明
誠
は
國
忠
を
志
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

の
孫
な
り
と
し
、
碑
文
を
肯
定
し
て
ゐ
る
糾
、
十
七
史
商
権
巻

八
十
六
、
楊
貴
妃
國
忠
世
系
で
は
、
王
鳴
盛
は
砕
文
を
否
定
し

て
ゐ
ご
Ｊ
ま
た
天
賓
年
間
に
、
槃
華
を
競
０
　
、
玄
宗
の
行
幸
に
’

旦
従
す
る
。
と
き
は
、
毎
家
一
隊
を
た
し
、
一
除
毎
に
異
っ
た
色

の
衣
を
つ
け
て
、
百
花
煥
腿
の
如
し
と
て
そ
の
絢
爛
な
有
様
を

謳
は
れ
た
所
謂
楊
氏
の
五
家
合
隊
（
太
員
外
傅
國
忠
傅
）
な
ど
も
、

楊
氏
の
中
何
人
を
こ
れ
に
加
ふ
べ
き
か
判
然
と
し
な
い
の
で
あ

っ
て
、
趙
翼
も
咳
蔀
叢
考
巻
二
４
　
、
楊
氏
五
家
合
隊
で
は
’
、
そ

の
異
同
を
論
じ
て

　

然
則
五
家
者
。
北
ハ
始
則
鈷
綺
韓
枝
秦
也
。
其
後
則
綺
輿
國
忠

　

及
韓
枝
秦
也
。
’

と
逃
げ
て
ゐ
る
。

　

以
上
元
淡
を
中
心
と
す
る
楊
氏
一
家
の
家
系
に
つ
い
て
考
へ

る
と
、
可
成
り
の
相
違
が
各
説
に
在
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
殊

に
元
談
父
子
に
は
種
々
の
疑
問
が
生
じ
て
来
る
。
そ
こ
で
元
談

と
い
ふ
人
物
が
果
し
て
現
賓
に
存
在
し
て
ゐ
て
ゐ
た
か
ど
う
か

再
び
嶮
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
若
し
元
談
が
恢
惑
の
人
物
で

あ
っ
た
■
Ｋ
]
す
れ
ば
、
何
處
か
ら
斯
か
る
人
物
を
拉
し
来
っ
た
の

で
あ
ら
う
か
。
此
處
に
筆
者
の
極
め
て
奔
放
な
想
像
を
許
し
て
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戴
く
な
ら
ば
、
此
の
元
談
は
、
全
く
仮
痘
の
元
瑛
を
創
作
し
た

の
で
は
な
く
て
、
彼
の
正
史
に
見
え
る
元
談
傅
の
元
談
に
’
紛
ら

は
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
さ
う
考
へ
る
と
、
開

元
六
年
に
死
亡
し
た
元
談
を
父
と
し
て
、
貴
妃
が
幼
少
に
し
て

父
を
失
っ
た
と
い
ふ
と
と
も
頷
か
れ
、
又
同
時
代
に
殆
ん
ど
同

地
方
に
同
姓
同
名
の
人
物
が
存
在
し
た
と
い
ふ
不
可
解
な
事
柄

も
氷
解
さ
れ
る
で
あ
・
ら
う
。
而
も
此
の
元
綾
傅
の
元
談
が
、
「
多

翫
類
胡
」
（
薔
肩
書
元
琉
傅
）
と
あ
る
や
う
に
、
頗
る
中
國
人
離

れ
を
し
た
風
貌
を
有
し
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
と
き
、
貴
妃
が
同

様
に
中
國
人
ら
し
か
ら
ぬ
容
姿
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
ひ
合
は
せ

て
、
其
處
に
何
者
か
一
脈
の
相
通
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
は
れ
心
。
正
史
や
外
傅
に
見
え
る
家
系
の
異
同
は
、
’

恐
ら
く
彼
女
の
篤
め
の
貿
父
担
。
造
工
作
の
不
手
際
を
曝
露
し
た

結
果
で
あ
ら
う
。

　

貴
妃
並
び
に
そ
０
家
系
に
就
い
て
は
、
尚
論
す
べ
き
鮎
も
多

々
あ
り
、
以
上
は
軍
な
る
臆
測
で
あ
る
か
ら
、
誤
り
も
甚
し
い

か
も
し
れ
ぬ
が
、
詳
し
く
は
後
日
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
ふ
。

註

3７５

　

①

貴
妃
は
太
前
外
傅
や
明
皇
雑
録
に
よ
れ
ば
、
字
玉
環
と
な
つ
て
ゐ
る

が
、
本
文
引
用
の
明
の
鄭
露
の
赤
雅
で
は
、
名
は
王
奴
と
記
し
て
ゐ

　
　

る
ｏ
玉
環
と
名
付
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
唐
の
元
・
虚
子
の
龍
威
秘
書

　
　

楊
太
腐
説
に
は

　
　
　

楊
太
腐
生
而
有
玉
環
在
其
左
愕
。
環
上
有
墳
起
太
腐
二
小
字
。
故

　
　
　

少
名
玉
環
。
（
海
の
胡
鳳
丹
馬
蜷
志
所
載
）

　
　

と
あ
り
、
頗
る
興
味
あ
る
そ
の
由
来
を
傅
へ
て
ゐ
る
が
、
太
腐
が
道

　
　

狭
に
入
っ
た
後
の
呼
び
名
で
あ
る
か
ら
、
此
の
傅
説
は
疑
は
し
い
。

　
　

叉
明
の
朗
瑛
の
七
修
類
藁
倦
二
十
六
、
楊
妃
小
字
で
は
唐
の
秋
保
昌

　
　

や
李
商
隠
の
詩
を
引
用
し
て
、
阿
慢
と
か
阿
環
と
か
愛
将
さ
れ
た
こ

　
　

と
を
傅
へ
て
ゐ
る
。

②
蒲
州
府
志
倦
三
に
は
、
元
琉
の
居
を
構
へ
た
蒲
州
狗
頭
村
を
、
貴
妃

　
　

入
内
の
後
に
、
楊
妃
村
と
呼
ん
だ
と
傅
へ
て
ゐ
る
。

③
元
啖
は
貴
妃
が
玄
宗
の
寵
を
受
け
る
様
に
な
っ
て
か
ら
、
太
尉
膏
國

　
　

公
を
鴛
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
菖
唐
書
貴
妃
傅
）
ま
た
太
営
外
傅
に
は
珊
妃

　
　

の
日
に
済
陰
太
守
を
、
更
に
後
に
兵
部
誓
書
を
爾
っ
た
と
あ
る
。

④
楊
氏
は
周
室
よ
り
出
た
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
祀
先
に
開
し

　
　

て
は
諸
説
あ
り
、
元
和
姓
纂
巻
五
で
は

　
　
　

周
武
王
第
三
子
唐
叔
虞
之
後
。
至
嗇
出
公
。
遜
於
斉
。
生
伯
僑
保

　
　
　

周
。
天
子
封
Ｓ
楊
侯
。
子
孫
以
閥
氏
。
一
云
周
宜
王
曾
孫
封
楊
。

　
　
　

篤
雅
所
滅
。
其
後
総
氏
焉
。
或
日
周
景
王
之
後
。
’
楊
雄
自
叙
日
。

　
　
　

伯
僑
不
知
周
何
別
也
。

　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　

、

　
　

と
あ
っ
て
、
武
王
、
宣
王
何
れ
の
出
か
不
明
で
あ
り
、
唐
書
宰
相
世

　
　

系
表
に
は
、
周
の
宜
王
の
子
誓
父
、
或
は
１
　
の
武
公
の
子
伯
僑
を
以

　
　

て
祀
と
な
し
て
ゐ
る
。
ま
北
天
賓
十
二
載
八
月
十
六
日
、
勅
命
に
よ

　
　

り
恒
農
扶
風
螺
に
建
て
ら
れ
た
楊
國
忠
の
父
殉
彰
徳
の
碑
た
る
□
□

　
　

武
部
肯
書
鄭
國
公
碑
銘
に
は
（
金
石
梓
編
巻
八
十
九
）
、
楊
氏
の
先
を
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3７６･

　
　

の
べ
て

　
　
　

殉
華
陰
人
也
。
叔
虜
剪
圭
。
自
周
封
吝
。
伯
。
嗇
食
菜
。
受
邑
君
楊

　
　
　

氏
族
之
先
也
。

　
　

と
あ
り
、
楊
氏
の
伯
喬
よ
り
出
で
し
を
傅
へ
て
ゐ
る
。
但
し
右
碑
は

　
　

恒
農
先
賢
積
慶
之
碑
と
額
書
さ
れ
て
ゐ
る
。

④
註
一
に
引
用
し
仁
赤
雅
に
は
、
年
十
四
に
し
て
壽
邸
に
入
り
、
此
の

　
　

時
玄
宗
彼
女
を
召
見
し
て
西
王
母
の
服
色
を
賜
っ
仁
と
あ
る
。
尤
も

　
　

赤
雅
の
記
載
を
直
ち
に
信
憑
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
美
貌
と
才

　
　

智
の
彼
女
が
、
若
く
し
て
か
ｘ
る
後
宮
に
召
出
さ
れ
仁
こ
と
は
富
然

　
　

で
あ
ら
う
。

④
洽
の
朱
彝
雅
や
呉
省
欽
の
脱
で
あ
っ
て
、
彝
雄
は
曝
書
亭
集
の
書
楊

　
　

太
價
外
傅
後
に
於
い
て

　
　

な
い
が
、
越
は
江
南
地
方
を
指
す
こ
と
疑
ひ
な
く
、
古
来
此
の
地
よ

　
　

り
嶺
南
に
か
け
て
印
度
支
那
人
種
の
住
居
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　

斯
か
る
異
質
の
も
の
は
、
恐
ら
･
｡
>
'
支
那
人
種
以
外
の
者
で
あ
ら
う
と

　
　

思
は
れ
る
。

⑨
唐
書
五
行
志
に
は

　
　
　

天
賓
初
。
貴
族
及
士
民
。
好
篤
胡
服
胡
帖
。
婦
人
則
１
　
歩
握
叙
。

　
　
　

衿
袖
窄
小
。

　
　

と
あ
り
、
唐
代
玄
宗
朝
の
外
國
文
化
心
・
肺
の
一
例
を
掲
げ
て
ゐ
る
。

　
　

玄
宗
に
つ
い
て
は
、
明
皇
雑
録
そ
の
他
に
は
、
覚
裳
羽
衣
町
と
か
荊

　
　

鼓
の
如
き
外
國
１
　
楽
を
愛
好
し
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
が
（
那
政
博

　
　

士
唐
宋
時
代
の
旗
亭
酒
楼
、
歴
史
と
地
理
第
十
八
巻
第
四
胱
）
、
ご

　
　

れ
も
其
の
外
國
文
化
陶
酔
の
一
つ
と
し
て
数
へ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

妃
本
元
慨
長
女
。
大
書
珊
壽
王
妃
父
。
乃
天
賓
四
載
。
立
篤
貴
妃
。

　

⑩
仝
唐
文
巷
三
十
八
、
厨
壽
王
楊
妃
文
。

　
　
　

帝
欲
掩
天
下
之
耳
目
。
而
籍
其
ロ
。
逞
令
妃
不
父
其
父
。
而
移
作

　
　
　

元
現
少
女
。

　
　

と
い
ひ
、
又
哭
省
欽
は
白
華
前
集
の
浩
州
貢
芸
支
辨
に
於
て

　
　
　

貴
妃
乃
河
南
府
士
曹
參
軍
楊
元
歌
長
女
。
受
勅
認
蕎
王
妃
。
既
入

　
　
　

宮
禁
。
帝
欲
愚
天
下
之
耳
目
。
脆
儒
元
暇
兄
元
現
少
女
。

　
　

と
い
つ
て
ゐ
る
。

⑦
太
釘
傅
に
あ
る
落
妃
池
に
つ
い
て
は
本
文
參
照
。
ま
た
大
溝
一
統
志

　
　

巻
二
百
九
十
二
成
祁
府
に
は

　
　
　

楊
妃
池

　
　

在
濯
駆
。
東
方
輿
地
勝
覧
。
在
導
江
駆
。
楊
元
現
認

　
　
　

蜀
州
司
戸
。
生
貴
妃
。
嘗
誤
墜
此
池
。
腿
志
。
池
在
嘔
東
十
里
。

　
　

と
あ
る
ｏ

⑧
越
婢
と
は
常
時
如
何
な
る
者
に
對
し
て
の
名
将
で
あ
る
か
詳
か
で
は

　
　
　

維
開
元
二
十
三
年
歳
次
乙
亥
。
十
二
月
壬
子
朔
。
二
十
四
日
乙
亥
。

　
　
　

皇
帝
若
日
。
於
戯
樹
屏
崇
化
。
必
正
閥
圖
。
紀
徳
協
規
。
允
灸
諮

　
　
　

哲
。
爾
河
南
府
士
曹
參
軍
楊
元
麿
長
女
。
公
輔
之
門
。
（
下
略
）

⑨
註
六
參
照
。
黄
唐
書
貴
妃
傅
で
は
、
彼
女
加
１
　
て
壽
王
妃
で
あ
つ
仁

　
　

こ
と
を
記
載
し
て
ゐ
る
が
、
肩
書
貴
妃
傅
で
は
、
こ
れ
を
峡
い
て
ゐ

　
　

る
。
壽
王
如
と
い
ふ
鮎
に
就
い
て
は
、
古
来
隠
胚
せ
ん
と
す
る
誕
も

　
　

あ
つ
む
に
相
違
な
い
。

⑩
仝
唐
文
巷
三
十
五
、
慶
壽
王
妃
篤
女
道
士
勅

　
　
　

聖
人
用
心
。
方
悟
曼
宰
。
婦
女
勤
逍
。
自
昔
竿
聞
。
壽
王
用
妃
楊

　
　
　

氏
。
素
以
端
慾
。
作
疸
藩
國
。
雖
居
策
貴
。
毎
在
精
修
。
腸
太
后

　
　
　

忌
辰
。
永
懐
雄
祠
。
以
茲
涼
度
。
雅
志
雛
違
用
。
敦
宏
道
之
風
。

　
　
　

特
途
申
衷
之
請
。
宜
度
認
女
道
士
。
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＠
賓
淮
通
鑑
巻
二
百
十
五
、
玄
宗
紀
天
賓
四
載
八
月
壬
寅
の
條
に
は
、

　
　

此
の
日
太
員
を
珊
し
て
貴
妃
と
な
し
、
元
琉
に
兵
部
爾
書
を
潜
り
、

　
　

元
珪
を
以
て
光
緑
卿
に
、
鈷
を
殿
中
誓
書
に
、
鋳
を
蔚
馬
都
尉
に
総

　
　

～
仁
と
見
え
て
ゐ
る
が
、
何
故
か
元
歌
の
名
は
見
出
し
得
な
い
。
此

　
　

の
鮎
洵
に
不
可
解
で
あ
る
。

⑩
低
と
貴
妃
と
の
関
係
は
、
奮
唐
１
　
貴
妃
傅
に
は
再
従
兄
と
し
て
Ｌ
あ
る

　
　

が
、
他
の
親
族
に
較
べ
て
よ
り
密
接
な
間
柄
で
あ
つ
仁
ら
し
く
、
天

　
　

賓
五
載
七
月
に
、
貴
妃
が
玄
宗
の
機
嬢
を
損
じ
て
、
宿
下
り
を
命
ぜ

　
　

ら
れ
仁
時
に
は
い
鉛
の
宅
へ
廻
り
届
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
貴
妃
傅
）
鉛

　
　

は
恐
ら
く
貴
妃
の
親
代
り
の
地
位
に
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て

　
　

再
従
兄
と
す
れ
ば
、
鮨
は
何
人
の
子
に
雷
る
か
、
貴
妃
傅
に
は
記
さ

　
　

れ
て
ゐ
す
、
不
明
で
あ
る
。
苗
唐
書
國
忠
傅
や
唐
書
で
は
常
に
鈷
を

　
　

貴
妃
の
兄
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
前
掲
系
圖
に
４
つ
て
知
ら
れ
る
と
こ

　
　

ろ
で
あ
つ
て
、
鈷
に
つ
い
て
も
疑
問
が
多
い
。

　
　

碑
銘
の
通
り
殉
の
父
を
志
謙
と
す
れ
ば
、
元
啖
も
亦
志
謙
の
子
で
あ

　
　

る
か
ら
、
玲
の
子
國
忠
と
元
琉
の
女
表
妃
と
は
雷
然
従
兄
妹
の
間
柄

　
　

と
な
る
。

⑩
金
石
録
巻
二
十
七
、
唐
武
部
付
書
楊
鈎
碑
に
は
、
趙
明
誠
は

　
　
　

右
唐
楊
玲
碑
。
案
唐
史
宰
相
世
系
表
。
楊
殉
篤
友
諒
。
子
。
今
碑

　
　
　

乃
云
志
謙
子
。
疑
史
誤
殉
楊
國
忠
父
也
。
故
玄
宗
親
篤
製
碑
。
其

　
　
　

末
盛
栴
國
忠
之
美
云
。

　
　

と
い
ひ
、
又
金
石
粋
編
巷
八
十
九
所
載
の
扶
風
懸
志
で
は
、
同
様
に

　
　

碑
文
を
肯
定
し
、
史
を
否
定
し
、
史
が
玲
と
元
琉
と
誤
つ
北
こ
と
を
。

　
　

指
摘
し
て
、
金
石
文
の
世
に
亡
び
ざ
る
功
を
将
へ
て

　
　
　

貴
妃
博
言
。
詔
総
元
炎
（
啖
）
立
宗
廟
。
帝
自
書
其
碑
。
此
囚
帝
有

　
　

』
陣
碑
之
事
。
啖
代
作
史
。
誤
玲
伐
元
炎
。
不
曾
親
察
此
碑
爾
・
比

　
　
　

史
之
浜
于
紀
事
也
。
‐
嗚
呼
金
石
之
文
。
不
眠
於
世
功
壹
浚
鮮
哉
。

　
　

と
言
っ
て
ゐ
る
。

⑩
十
七
史
商
楡
巷
八
十
六
の
同
所
で
は
、
表
妃
と
國
忠
の
世
系
の
新
奮

　
　

唐
書
に
於
け
る
｀
異
同
を
論
じ
、
碑
の
誤
謬
を
考
瞭
し
て

　
　
　

薔
國
忠
雷
日
倚
持
戚
咤
。
以
作
威
扁
。
引
而
近
之
。
胃
得
呉
妃
同

　
　
　

瓢
。
玄
宗
蔽
惑
。
錫
其
父
製
碑
。
逡
擦
其
所
稗
者
書
之
耳
。
（
中
略
）

　
　
　

恐
碑
僻
皆
不
足
信
也
。
趙
明
誠
信
碑
疑
史
。
殊
隔
不
確
。

　
　

と
結
論
し
て
ゐ
る
。

⑥
貴
妃
が
中
國
人
ら
し
が
ら
ぬ
肢
質
で
あ
っ
た
こ
と
に
闘
し
て
は
、
開

　
　

元
天
賓
量
事
に
彼
女
が
紅
い
汗
を
涜
し
た
こ
と
を
傅
へ
て

　
　
　

貴
妃
毎
至
夏
月
。
。
裳
衣
轜
梢
。
使
侍
兄
交
扇
鼓
風
。
狙
不
解
其
熱
。

　
　
　

毎
有
汗
出
紅
誠
而
多
香
。
或
之
於
巾
粕
上
。
其
色
如
桃
紅
也
。

　
　

と
あ
-
C
T
v
、
汗
の
色
を
異
に
し
、
且
つ
特
別
の
香
ひ
を
有
し
て
ゐ
包
こ

　
　

と
が
知
ら
れ
る
加
、
彼
女
は
此
の
様
な
異
臭
を
有
し
て
ゐ
仁
の
で
、

　
　

常
に
瑞
龍
副
香
を
入
れ
た
錦
の
鹿
を
皺
中
し
て
ゐ
た
。
’
酉
陽
難
咀
。
）

　
　

紅
汗
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
開
元
天
賓
者
事
に
は
、
彼
女
が
思
召

　
　

を
承
け
て
參
内
す
る
時
、
父
母
と
別
れ
を
情
ん
だ
際
に
、
天
寒
う
し

　
　

て
涙
が
凍
っ
て
紅
冰
と
な
っ
■
Ｖ
-
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ば
恐
ら
く

　
　

美
人
の
歎
き
を
形
容
し
北
語
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
紅
汗
の
方

　
　

は
尤
ゞ
形
容
の
み
と
は
Ｉ
寸
考
へ
ら
れ
ぬ
。

　
　
　
　
　

ヽ
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